
進 路 だ よ り     令和７年４月 進路指導部 

＜祝 入学＞ 

  

 

 

 

新入生のみなさん、岐阜県立長良高等学校への入学おめでとうございます。勉学・部活動

ともに、高い次元での目標を立てて、文武両道を実現してください。                   

 本校は普通科の進学校です。高等学校に普通科はありますが、大学に普通科はありません。

将来の職業を見据え、大学の学部学科の研究とともに、得意科目をさらに伸ばし、３年後に

志望する大学 に合格できるよう高校生活を充実させてください。 

＜令和７年度大学入試合格状況＞ 

 令和７年度入試において、本校は国公立大学１３２名合格（現役１２６名）でした。詳細は、す

でに本校のホームページに記載してあります。卒業した７６期生は、最後まで諦めることなく、後

期日程まで粘り強く取り組みましたので、このような成果となったと考えます。 

 一般的には、文系学部志望者は英語・国語・歴史を得意科目に、理系学部志望者は英語・数学・理

科を得意科目にすると良いといわれています。得意科目が複数あると、大学入試で良い成果につな

がる可能性が高くなります。しかし、得意科目を伸ばすことのみ考え過ぎ、それ以外の教科を全く

取り組まない場合、大学入試では良い成果を得ることはできません。すべての教科・科目に取り組

む中で、より得意科目を伸ばしましょう。 

また、部活動には是非加入しましょう。『開拓者への道』を参考にしてください。 

 

進路指導室について 

 

 進路指導室は、南校舎２階にあります。将来の目標や夢につながるヒントがたくさん

ある場所です。３年生の皆さんが使用する場合が多いですが、１，２年生の皆さんもも

ちろん利用可能です。高校生活のヒントがここにあるかも？と思ったときは、迷わず扉

をたたいてみてください。素敵なスタッフがみなさんをお待ちしています。 

一方で、大学の先生や入試課の方などが、毎日のように来校されます。そのため、進

路指導室の西側の扉は、来客専用（扉に書いてあります。）となります。生徒の皆さん

は、東側の扉（地歴公民教室側）を使用してください。もちろん、入退室マナーを守っ

てください。 

来客の方には、爽やかな挨拶をしましょう。 

  



＜各大学の過去入試問題集：通称赤本について＞ 

赤本の使用は、３年生を優先します。なお、旧課程の問題に注意してください。 

１．進路指導室内の赤本などは、届け出制で貸し出し可能です。 

① 借りる際、貸出簿に必要事項を記入して、進路指導部の先生の許可印（または許 

可サイン）を押してもらう。 

② ２～３日を目途に返却する。 

③ 返却する際、貸出簿に必要事項を記入し、返却する本を提示して、進路指導部の 

 先生の返却確認印（または確認サイン）をもらう。 

２．地歴公民教室の後ろのロッカーに収納してある赤本等は、届け出なしで貸出可能です。 

２～３日を目途に返却してください。当然のことですが、同じ位置に整然と並べて返 

却してください。万が一、返却されていない場合やロッカーが乱雑になった場合は、使 

用を停止します。 

３．地歴公民教室の廊下のロッカー上にある赤本等の問題集や模擬試験の過去問は、必要 

なものがあれば、一人１冊を持ち帰って構いません。返却不要です。活用してください。 

 

＜３年生 第１回全統大学入学共通テスト模試・・・５月４日（日）＞ 

公開会場での受験となります。希望者受験ですが、３年生としての現在地を知るよい機会

です。多くの生徒の皆さんは、おそらく部活動を引退していないと思いますが、受験できる

３年生は極力受験してください。受験にフライングはありません。今から意識を高めておき

ましょう。リスニングは、ICプレイヤーを使えるよい機会です。 

  

理系・文系 

英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ  ４０．４点／１００点   国語     ９５．０点／２００点 

英語ﾘｽﾆﾝｸﾞ   ５３．７点／１００点【ＩＣＰ】 

数学ⅠＡ    ４０．３点／１００点   数学ⅡＢＣ  ４３．３点／１００点 

情報Ⅰ     ５６．５点／１００点 

理系（履修している科目を受験） 

物理      ４２．７点／１００点   生物     ４９．３点／１００点 

化学      ４０．９点／１００点   地理探究    ４９．１点／１００点 

文系（履修している科目を受験） 

世界史探究    ４５．５点／１００点  日本史探究   ４４．１点／１００点 

公共・政経    ５６．１点／１００点 

化学基礎    ２３．０点／５０点    生物基礎   ２７．６点／５０点 

 

☆ 解けなかった問題を解きなおすことが大切です！ 

 

 


